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１．多様な担い手の育成・確保 

（１）認定農業者等の担い手の育成・確保 

 

 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

ｇ.認定農業者数を増やします １２２経営体 １３２経営体 １３５経営体 

 ○認定経営体数 ２６年度 ３６年度 ２９年度 

 

 

 

 

 

 ○小郡市認定農業者の会 

 今後の小郡市の農業の中心的担い手として、市が認定をした農業者が、研修や情報

交換などの創意工夫により農業経営の改善に資する場であるとともに、地域農業の発

展に寄与していくために組織された。 

 

＜産地情報の発信及び消費者との交流＞ 

 ○主催事業 

 ・認定農業者の会収穫祭を開催 

・消費者交流会：平岡学園及び三井高校生徒による農場見学を立案  

 ○協力事業 

 ・平岡学園祭へ食材提供         ・三井高校高等学校へ野菜提供 

 ・キリン花園ポピーフェスタ出店     ・オータムフェスタ出店 

 ・オータムフェスタ ゲーム景品として商品提供 

 ○参加事業 

 ・三井高校家庭クラブ料理教室に参加    

 

＜研修・交流会への参加または開催＞ 

 ○主催事業 

 ・役員視察研修  H27：熊本、H28：佐賀、H29：熊本・鹿児島、H30：うきは市 

・パートナー研修 H27：中村学園大学、H28：大村市、H29：大木町、H30：宮若 

・男の料理教室             ・パソコン講座 

第２節 多様な担い手による豊かな暮らしを支える農業の持続的発展 

○地域の農業を担う中核的な農業者を育成するために、経営意欲のある農業者を、認定 

農業者として位置付け、積極的な支援を行っていきます。 

○営農相談会及び認定審査会の開催、各種研修の企画、参加。 

実績：２７～３０ 
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 ○参加事業 

・全国農業担い手サミット H27：宮崎、H28：岐阜、H29：高知、H30：山形 

 ・女性未来農業創造シンポジウム      ・研修交流会（６次産業化講演会） 

 ・農業団体人権研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【役員視察研修（H28 佐賀）】      【役員視察研修（H29 熊本）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全国農業担い手サミット in ぎふ】    【全国農業担い手サミット in こうち】 

 

 

 

 

 

 ○全国優良経営体表彰 農林水産大臣賞＜生産技術革新部門＞受賞 

 本表彰事業は、農林水産省と全国担い手育成総合支援協議会との共催により、自らの農業経営

の改善、先進的な生産技術の活用、６次産業化、消費者ニーズを踏まえた独自の市場開拓などの

意欲と能力のある担い手の一層の経営発展を目的に、優れた経営を実践している農業経営体を

表彰するもの。 

○認定農業者の「全国優良経営体表彰」のための書類作成、現地審査等に関する支援 

実績：３０ 
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 受賞者した株式会社 RUSH FARM、①ほ場や従業員の管理用ソフトを独自開発したこと、②生産

部門を分社化し、販路拡大や専門営業職の配置など従業員特性を生かした経営をしていること、

③６次産業化部門として「ラッシュママ」を立ち上げ、独自ブランド商品を出荷していることなどが評

価された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「全国農業担い手サミット inやまがた」での受賞後の撮影会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○人・農地プラン 

 人・農地プランとは、地域における話し合いにより、今後の中心となる経営体を確認すると共に、

中心的経営体に人や農地を集約させていくことで、地域や集落が抱える問題の解決につなげてい

こうとするための計画書のことです。計画書に掲載された経営体は、補助金等の様々なメリットがあ

ります。 

 本市では、平成２４年７月に、下西味坂の十楽地区においてプラン作成がなされたのを皮切りに、

２６年３月に、三国、立石、小郡、御原、味坂の５つの校区でプランが成立しました。その後は、任

意組織が法人化、親子の共同経営化、経営移譲、認定新規就農者の追加、認定農業者の追加や

未更新などの増減に合わせて改訂しています。 

 

○集落・地域が抱える人と農地の問題を解決するため、関係機関と連携し、「人・農地 

プラン」の展開を図り、認定農業者等の担い手を確保を行っていきます。 

○担い手の増減に合わせて改訂 

実績：２７～３０ 
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                                        （単位：経営体） 

区域（地区名） H26 H27 H28 H29 H30 ５年間の増減 

（１）三国校区 １２ １３ １５ １５ １５ ＋３ 

（２）立石校区 ５６ ５８ ５８ ５９ ６０ ＋４ 

（３）小郡校区 １８ ２０ ２２ ２３ ２３ ＋５ 

（４）御原校区 ２４ ２５ ２５ ２６ ２７ ＋３ 

（５）味坂校区 ３７ ４４ ４５ ４５ ４４ ＋７ 

合  計 １４７ １６０ １６５ １６８ １６９ １６９／＋２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○講演会・研修会 

○主催：三井地区農業振興協議会 

・三井地区農業振興大会 テーマ〔地域農業を守るため！〕：H28 

  演題「ＴＰＰと地域農業は両立するのか？」 

・三井地区農業振興大会 テーマ〔足腰の強い地域農業の確立〕：H29 

  演題「中核となる若手の育成」 

・三井地区農業振興大会 テーマ〔次世代へつなぐ地域農業の確立！〕：H30 

 演題「どうなる農業・農協の未来！」 

・集落営農組織の法人化に向けた研修会：H27 

・三井地区雇用型農業経営研修会：H27 

・農業法人の設立について：三井地区企業的農業経営研修会：H28 

・農業法人の税務について：三井地区企業的農業経営研修会：H28 

・安定した農業経営の工夫と安心安全への取組：三井地区雇用型農業経営研修：H28 

・上手な雇用のポイントについて：三井地区雇用型農業経営研修会：H28 

・農業法人の設立について：三井地区農業経営法人会研修会：H29 

・外国人技能実習生の新制度の内容と注意点について」：三井地区雇用型経営研修：H29 

・農業機械の安全使用、適切な労務管理と社会保険加入、今後の農政の方向性」：H29 

・労務管理と就業規則について：三井地区農業経営雇用型研修会：H30 

・「働き方改革」に伴う外国人技能実習生との労働契約： 

三井地区農業経営雇用型研修会：H30 

○認定農業者、集落営農組織等の担い手に対して、県や農業団体、学識経験者等との 

連携により、講習会や研修会を開催し、経営資質の向上を図ります。 

○講演会や研修会等を企画、または紹介し、参加呼びかけを行った。 

実績：２７～３０ 
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・農事組合法人うもれ木の郷の法人運営について 

・今後の農政の方向性について：三井地区生産組織リーダー研修会：H30 

・改正出入国管理法に基づき創設される新在留資格研修：雇用型経営研修：H30 

・安全・正確な農薬使用について：女性経営セミナー：H28 

・我が家の経営～就農から今後の展開まで～：女性経営セミナー：H28 

・トラクター等農機操作研修：女性経営セミナー：H28 

・見て聞いて学ぶ流通の現場：女性経営セミナー：H28 

視察先：鳥栖キューピー工場、福岡大同青果、ふくれん宮田工場 

・夏場の暑さ対策について（熱中症予防・対策）：女性・新規就農者経営セミナー：H29 

・秋冬野菜の育苗（セルトレイ利用）について：女性・新規就農者経営セミナー：H29 

・女性経営セミナー先進地視察研修 視察先：梅の里工房、大日本産肥㈱：H29 

・夏場の暑さ対策について（熱中症予防・対策）：女性・新規就農者経営セミナー：H30 

・葉物野菜の病害虫について：女性・新規就農者経営セミナー：H30 

・女性経営セミナー先進地視察：H30 

  視察先：べんがら村、農業女子プロジェクト商品紹介 

 

○主催：福岡県 

・レタス類のべと病について：福岡県久留米普及指導センター：H28 

・新規就農者セミナー（新規就農者の集い）：H29 

ＪＡ青年部役員から経営拡大過程や栽培方法について講演 

・ふくおか女性農業者の大活躍大会２０１８：H30 

・ふくおか農林漁業女性起業ネットワーク交流会２０１８： 

福岡県女性農林漁業者の活躍促進事業事務局：H30 

 

○主催：小郡市 

・小郡市「食」と「農」を考える講演会（認定農業者の会共催）：H27 

  演題「みんなでつなごう『食』と『農』」 

・明日の小郡の農業を考える講演会：H28 

演題「生産で勝てる農家へ！事業経営の最初の一歩」 
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評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

h.集落営農等の法人化を推進します ３法人 ６法人 ６法人 

 ○集落営農等の法人化数 ２６年度 ３６年度 ２９年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集落営農組織の法人化 

 米・麦・大豆に代表される土地利用型農業は、高齢化及び後継者が少ないという状況

にあり、将来的に担い手不足が予想されます。地域の農地を保全し、地域の農業を守っ

ていくためには、農地を集約化し、大型農業用機械で効率よく作業をしていくことが必

要です。 

 しかし、広大な農地に対し、肥料などの農業用資材や機械を個人で購入していくのは

経済的負担が大きいことから、集落や校区を単位とした組織で資材や機械を共同で購入

し、作業も共同で行うような事業形態を行っていくことで地域農業を守っていこうとす

るのが組織化です。 

 また、集落営農組織の次の段階である法人は、税制面でもメリットがあります。経

営的に将来像が描けるのは法人ですので、国の方針として法人化を促すように働きか

けをしています。２９年度の法人化については、国の「農業経営法人化等支援事業費

補助金」を活用しています 

 県の補助事業として「法人化アドバイザー事業」があります。法人化に詳しい税理士

（対象となる税理士は県が任命している）を講師として年間３回呼ぶことができるもの

で、その学習会に係る費用を支援しています。また、三井地区農業振興協議会の担い手

部会を中心に法人化意向調査や学習会を行っています。 

○法人化支援 

・法人化アドバイザー事業実施：平方営農生産組合（H28） 

・法人化意向調査（H28）：福童、西島、鎌太郎、津古、高島、八坂、下鶴、井上 

・法人化学習会：赤川（ＯＦＡ）（H28）、二夕（H30） 

 

○任意組織対象の法人化勉強会を実施 

○３組織が法人化 

花立営農生産組合 ⇒ 農事組合法人 花立（H27設立） 

干潟営農集団組合 ⇒ 農事組合法人ひかた（H29設立） 

平方営農生産組合 ⇒ 農事組合法人 平方（H29設立） 

実績：２７～３０ 

○地域農業の効率的・安定的な経営体として永続性を確保するために、関係機関と連携 

して集落営農組織の法人化を支援します。 
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（２）新規就農者及び後継者の育成・確保 

 

 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

i.新規就農者数を増やします ４人／年 ５人／年 ４人／年 

 ○新規就農者数（農業後継者含む） ２５年度 ３６年度 ２９年度 

 

 

 

 

 

年度 相談件数 備考 

平成２７年度 
８件（実質６件） 

同一人からの複数回相談も算入 

うち就農は５経営体８人 

・認定農業者：２経営体 

・認定新規就農者：３経営体６人 

平成２８年度 ７件 うち５人が認定農業者になる 

平成２９年度 ３件 

うち就農は２経営体３人 

・認定農業者：１経営体 

・認定新規就農者：１経営体２人 

平成３０年度 ６件 
うち就農者２経営体 

・うち認定農業者：１経営体 

○相談窓口 

 福岡県が発行している『農業はじめてガイド』及び県 HP「農業せんね！福岡で」に、

市の連絡先を掲載。 

 

○図書館海援隊講演会 

 様々な職種で働きたいと考えている方や若い方たちに「働く」ということの魅力を

知ってもらうこと、そして、小郡市で各事業に励んでおられる方々を知って応援して

いただくことを念頭に企画する講演会。 

 「いま、農業が熱い！－小郡の農業事情」と題して、農業者（白木秀弥氏「白木の

いちご」代表）が「いちごまみれ」という演題で講演した後、現在の小郡の農業の状

況について講演した。 

 

 

○新規就農者や就農希望者等に対して情報発信しながら、関係機関・団体と連携を図り、 

求める情報や基礎知識等を提供する相談窓口等を充実します。 

○就農希望者からの相談を随時受付。 

○「図書館海援隊講演会 お仕事拝見シリーズ」に講師として参加（H28） 

 

実績：２７～３０ 
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○農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金制度） 

 青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、経営の不安定な就農初期段階の青

年就農者に対して給付金の給付を行う国の事業です。基本給付金額は、基本額が個人 150

万円／年、夫婦型 225万円／年を最長５年間受給することができますが、前年所得に応

じて受給額が変動します。 

 受給には、市が認める認定新規就農者になる必要があるなど様々な要件があります。 

 小郡市における受給は平成２４年度の１名が第１号です。２６年度には、２名（うち

１名は２７年度から夫婦型に移行）、２７年度に２名、２８年度に４経営体８名（夫婦

型）、３０年に１経営体２名（夫婦型）が受給されています。 

 また、資金面だけでなく、県普及指導センターやＪＡ、市によるほ場確認を年に２回

は行い、営農に関する確認とアドバイスを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

○小郡市４Ｈクラブ 

 市内の若手農業者が、イベントを通じた地域貢献活動や親睦を図りながら、農業の生産

技術や経営を学ぶとともに、生活上の課題を解決する力を養うことを目的としてつくられ

た学習グループで、全国組織。４Ｈとは、head（頭）、hand（手）、heart（心）、health

（健康）の頭文字をとったものです。 

活動内容としては、糸島市の先進地視察研修、小郡小児童による「稲刈り体験」等や園

児による「芋ほり体験」や「餅つき体験」といった食育プロジェクト事業や久留米地域青

年農業者会議でプロジェクト発表を行っています。 

【食育プロジェクト：稲刈り体験】       【食育プロジェクト：餅つき体験】 

 

 

 

 

 

○国、県の就農視制度の活用を図り、新規就農者支援を推進します。 

○農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金）：経営開始型を活用 

実績：１０経営体１６名が受給（個人型：４名、夫婦型：６経営体１２名） 

実績：２７～３０ 

○本市の農業の将来を担う、後継者等の若年農業者の団体への活動支援を行います。 

○「小郡市４Ｈクラブ」や「三井植木研究会」を活動支援 

実績：２７～３０ 
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○三井植木研究会 

研修や技術向上を図るために、市内の若手植木業者により組織された後継者育成のた

めのグループ。技術習得の場として、市庁舎前庭の植栽管理を行っている。 

 

 

（３）女性・高齢農業者等の多様な担い手への支援 

 

 

 

 

 

 

 

○講演会・研修会 

○主催：三井地区農業振興協議会 

・女性経営セミナー（２９年度より「女性・新規就農者経営セミナー」に名称変更） 

＜平成２７年度＞ 

第１回「土壌分析の方法と結果の見方」、「安定出荷のための環境測定」 

第２回「上手な農業経営のヒントと安全・安心への取組」 

第３回「視察研修」㈱福岡中央青果 VCセンター、グリーンベジタ、道の駅むなかた 

＜平成２８年度＞ 

第１回「安全・正確な農薬使用について」 

第２回「我が家の経営～就農から今後の展開まで～」、「トラクター等農機操作研修」 

第３回「見て聞いて学ぶ流通の現場」 

視察先：鳥栖キューピー工場、福岡大同青果、ふくれん宮田工場 

 ＜平成２９年度＞ 

第１回「夏場の暑さ対策について（熱中症予防・対策）」 

第２回「秋冬野菜の育苗（セルトレイ利用）について」 

第３回「先進地視察研修」視察先：梅の里工房、大日本産肥㈱ 

 ＜平成３０年度＞ 

第１回「夏場の暑さ対策について（熱中症予防・対策）」、「葉物野菜の病害虫について」 

第２回「先進地視察研修」視察先：べんがら村、農産物直売所「八女市もてなしん」 

・女性農業者４名参加（うち女性農村アドバイザー１名、環境保全米グループから２名） 

森久栄氏は、立花町でみかん農家を続けながら、べんがら村の農産物直売所の担当や

「道の駅たちばな」の運営にも役員として携わってこられました。本研修では、女性と

しての従業員との付き合い方など経営経験を生かした講演が行われました。 

○女性農業者に対して、県や農業団体、学識経験者等との連携により、講習会や研修会 

を開催し、女性同士のネットワークを形成していくための情報交換の場を設けるとともに、 

女性の視点や発想を活かした農業経営の発展を図ります。 

○講演会や研修会の開催を随時案内。また、先進地視察を企画。 

実績：２７～３０ 
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・農業女子プロジェクトによる開発商品紹介 

① まるは油脂化学株式会社(七色石鹸) 

② 久冨手袋工業株式会社(手袋・帽子)  

農業女子プロジェクトは、女性農業者が日々の生活や仕事、

自然との関わりの中で培った知恵を様々な企業の技術・ノウ

ハウ・アイデアなどと結びつけ、新たな商品やサービス、情報

を創造し、社会に広く発信していくためのプロジェクト。この

プロジェクトを通して、農業内外の多様な企業・団体と連携

し、農業で活躍する女性の姿を様々な切り口から情報発信す

ることにより、社会全体での女性農業者の存在感を高め、併せ

て職業としての農業を選択する若手女性の増加を図ることが

目的で、農林水産省が 2013 年にスタートさせた事業です。 

プロジェクトの趣旨に賛同した企業と女性農業者が協同で、新たな商品やサービス、

情報等の開発を行っており、本研修では、久留米市内の企業が担当して開発した商品を

実際に体験してもらいました。 

 

○主催：福岡県 

・経営発展講座（福岡県農林水産部経営技術支援課女性農業者支援係） 

 平成２５～２７年度までの３カ年が事業期間で、視察を含む年間４回の講座と研修報

告会で構成されています。女性農業者が対象で、本市の修了者は女性農村アドバイザー

（葉物野菜農家）１名がおられます。 

・ふくおか農業女性起業家育成塾（福岡県農林水産部経営技術支援課女性農業者支援係） 

 平成２７年度からの事業で、視察を含む年間５回の講座を開催しています。対象は、

起業を志す女性農業者で経営ビジョンが明確な方となっています。本市の修了者は２名

（葉物野菜農家、土地利用型農家）です。 

・経営ビジョン策定研修（福岡県朝倉農林事務所久留米普及指導センター） 

 視察研修を含む年間４回の講座を開催しています。対象は、就農後５年以内の女性農

業者で、病害虫や肥料、農業機械操作など、基本的農業知識の習得を図っています。本

市の修了者は２名（根菜類農家、葉物野菜農家）です。 

・女性農業者の大活躍大会 2017（農業者２名、市職員２名参加） 

 女性農業者は、農業就業人口の約半数を占める重要な担い手で

あり、県の農業・農村の発展のためには、女性の視点や発想を活

かして活躍することが不可欠です。 

 現在活躍している女性農業者の活動事例や雇用活用のノウハウ

を学ぶことで、一人でも多くの女性農業者が輝くことを目的に、

大会が開かれています。 
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○主催：認定農業者の会（小郡市サポート） 

・パートナー研修会 

 女性農業者の農業経営参画意識の形成を図るために、 

先進地視察を行っています。 

 ＜平成２７年度＞ 

視察先：中村学園大学（甲斐学長の講演）、三宅牧場まきば、朝倉三連水車の里 

    ＜平成２８年度＞              ＜平成２９年度＞ 

視察先：おおむら夢ファーム シュシュ    視察先：農事組合法人モア・ハウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成３０年度：女性農業者７名参加＞ 

（１）千石屋 

 ふくおかエコ農産物栽培米農家が経営する販売所。

また、黒米や米粉を使用したグルテンフリー焼き菓子

やカステラ、ドーナツを製作することができる６次産

業化加工施設を併設する。 

（２）正助ふるさと村 

 農産物直売所やレストランを備えた複合施設 

（３）サングリーン鞍手：農産物直売所 

（４）株式会社花田農園 

自社生産トマトを使用した６次産業化商品の開発。 

加工施設設置。農商工連携の実施。 

野菜栽培からレシピ考案、デザインに至るまで、 

すべての工程を女性たちが手がける。 

【農商工連携商品紹介パンフレット】 

①原料生産から加工（㈱花田農園）＋ 

②商品パッケージ 

（㈱トータルデザインセンター）＋ 

③製造販売から販売（竹千寿(有)） 
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○女性未来農業創造シンポジウム：H28 

（女性未来農業創造研究会／主催） 

「女性」・「未来」・「農業」というキーワードを軸に、【輝く 

農業】の実現のための活動を行います。本シンポでは、農業が 

今後どのように強い産業となり成長していけるのか、【輝く農業】 

をテーマに、女性の力でその目標をいかに達成できるかを語り 

ます。また、【食といのち】を第２のテーマとして、歯学・栄養 

学・医学の視点から「食」を見つめ直す講演がありました。 

 

○福岡県女性農村アドバイザー 

 農業経営や農家生活の向上に意欲的に取り組む優れた女性農業者を、市が県に推薦し、

県は、アドバイザーとして認定後、研修会等への参加を通じた育成を図ります。 

 任期は５年で、小郡市では２名（平成２８年度までは３名でしたが、地域選出見直し

により枠が減少しています）が選出されています。 

 

 

２．収益性の高い農業経営の確立、競争力のある産地の育成 

（１）収益性が高く安定的な農業経営の確立と地域農業の維持確保 

 

 

 

 

 

 

 

 ○水田農業担い手機械導入支援事業（県） 

 米・麦・大豆用の機械を導入する際に支援できる事業。 

    【コンバイン（H28）】           【トラクター（H29）】 

   

 

 

 

 

 

 

 

○国、県、市等の補助事業の活用と資金制度を有効に活用し、農業機械の導入や農業 

施設等の整備を行い、農作業の効率化、生産コストの低減等に取り組み、収益性の高い 

農業経営の確立と競争力ある産地の育成を推進します。 

○国、県、市の補助事業を活用してもらえるよう農業者へ周知し、事業を執行した。 

実績：２７～３０ 
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○産地パワーアップ事業（国）、活力ある高収益型園芸産地育成事業（県） 

 パイプハウス等の園芸施設や園芸用機械を導入する際に支援できる事業。 

    【鉄骨ハウス（国：H29）】         【播種機（県：H28）】 

  

○小郡市園芸施設等整備事業（市） 

 県事業の要件を満たすことが難しい農家に対する支援事業。 

     【保冷庫（H28）】             【防油堤（H30）】 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

○畜産競争力強化対策事業（県） 

 畜産農家が機械導入する際に利用できる事業。 

   【ディスクモア（H30）】 
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 ２９年度に法人化した「農事組合法人 平方」を対象に、法人設立後の組織の現状と

課題について把握するために、三井地区農業振興協議会担い手部会が３０年度に相談会

を実施しました。 

○福岡県農業振興対策事業 

 担い手への農地集積や集約化を促進していくために、農地集積等に向けた地域ぐるみ

の話合い等の活動を行う地区に対して話合いに必要な経費や土壌分析費などの費用の

一部について支援する事業。 

 ３０年度に、古飯地区の中心経営体である農事組合法人御原グリーンが活用しており、

研修会や先進地視察、農地の土壌分析などを行ったことに対して支援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農地中間管理事業 

 人・農地プランに掲載された地域農業の中心となる担い手に、農地中間管理機構を仲

介して農地を集約させることで、農業経営の規模拡大、農用地の集団化、農業への新規

参入を促すなどの農用地の利用効率化及び高度化の促進を図ることで、耕作放棄地の解

消と後継者不足を補い、農業生産性の向上につなげていく事業です。 

 出し手（人） 受け手（経営体） 筆数 面積（㎡） 

平成２７年度 ３４  １９６ 295,605.55 

平成２８年度 ５  １７ 17,532.00 

平成２９年度 ５１ ４ ２３５ 416,981.00 

平成３０年度 ６ １ ２０ 19,526.00 

合計 ９６  ４６８ 749,644.55 

 

○地域農業の持続的な発展をめざし、土地利用型農業における、集落営農組織の育成・ 

再編を促進するため、営農組織間の情報交換や農地の利用集積等の協議・情報共有 

化を進め、人材育成、農作業の共同化などの組織運営について関係機関・団体と連携 

して支援を行います。 

○法人組織対象の個別相談会を実施 

○補助事業「福岡県農業振興対策事業」を活用 

実績：２７～３０ 

○担い手の経営基盤強化のために、農地中間管理事業等を活用して農地の流動化を 

図り、担い手への農地集積を推進します。 

○４年間で約７５haの農地を担い手に集積させた。 
実績：２７～３０ 
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評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

k.農地流動化により担い手に農地集積します ７５．８% ８０．０% ７９．２% 

 ○担い手に集積される農地面積のシェア ２４年度 ３６年度 ３０年度 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

l.農地利用権設定率を向上させます ４２．９％ ５０．０％ ５１．２％ 

 ○農地の利用権設定率 ２５年度 ３６年度 ２９年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産地銘柄の確立（ブランド化）と６次産業化の促進 

 

 

 

 

 

 

○キリン花園ポピーフェスタ 

 平成２８年に開催された「キリン花園ポピーフェスタ」は、「キリンビール福岡工場

創業５０周年記念感謝祭」と同時開催されたイベント。福岡県のお客様への感謝ととも

に、ブランドの訴求や福岡工場の認知度向上、そして、地元（取引先、交友企業、市町

村）の活性化への貢献を目的としています。 

○雇用労力を活用して規模拡大を図り、経営基盤の強化を目指す雇用型農業経営の 

確立に向け、関係機関・団体と連携して支援を行います。 

○法人化志向農業者に対し、関係機関・団体と連携して研修会等による法人化支援を 

行い、経営基盤の維持・強化を促進します。 

○研修を実施（三井地区農業振興協議会：農業経営法人化研修会） 

○講演・研修会参照 

○研修を実施（三井地区農業振興協議会：雇用型経営研修会） 

 ○講演・研修会参照 

実績：２７～３０ 

○小郡産農産物の認知度を高めるために、農業者・農業団体等との連携を図り、市内外 

への情報発信に向けた取り組みを推進していきます。 

○市内に限らず市外へも小郡市産農産物をＰＲするために、各イベントに参加した。 

実績：２７～３０ 



 ＜平成２７～３０年度の農業分野における事業実績＞  

 

- 52 - 

 

 甘木鉄道沿線自治体から東峰村まで、観光ＰＲを兼ねた農産物等の販売を行いました。

小郡市は、認定農業者の会が野菜等の販売を行い、消費者との交流と本市農産物のＰＲ

を行いました。 

【福岡工場創業５０周年感謝祭 チラシ】   【「広報おごおり」H28.5.1 号】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アンテナショップ「福岡久留米館」（※令和元年７月閉館） 

 福岡久留米館は、久留米市・大川市・小郡市・うきは市・大刀洗町・大木町の４市２

町が連携して出店したアンテナショップです。圏域の知名度を拡げ、全国にファンをつ

くり、交流人口・移住人口の増加と特産品の販路拡大に繋げることを目的に、平成２９

年７月２２日、東京の新橋にオープンしました。 

 店内には、新鮮なフルーツや野菜、地酒をはじめ、匠の技が光る伝統工芸品を展示・

販売しています。また、移住や観光に関する相談窓口を設置し、随時、イベント等も実

施しています。 

 平成２９と３０年度に本市及びふるさと納税をＰＲするイベントとして、ＪＡみいの

協力のもと野菜販売を行い、本市農産物のＰＲを行いました。 
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                      【全て完売しました】 

【イベントチラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜平成２７年度＞ 

・６次産業化・農商工連携とブランディング～商品開発を成功に導く鍵はここにある～ 

・６次産業化研修会 in糸島～６次産業化の取り組みで実現する地域の活性化～ 

 

 

 

 

 ＜平成２７年度＞ 

・三井地区農業振興大会 

演題：地元産農産物の可能性と未来への販路！！ 

講師：田中美智子氏 

（㈱トータルオフィス・タナカ代表取締役） 

 ＜平成２８年度＞ 

・明日の小郡の農業を考える講演会 

演題：生産で勝てる農家へ！事業経営の最初の一歩 

講師：脇坂真吏氏（㈱Agri Innovation Design） 

○農業・農村が持つ資源に新たな付加価値をもたらすために、ブランド化や農商工連携、 

６次産業化の推進をめざし、農業者と関係団体等とのネットワークを構築し連携を図り 

ます。 

○６次産業化、農商工連携、特産品化、ブランド化に関する講演会や研修会に参加 

実績：２７ 

○６次産業化、農商工連携、特産品化、ブランド化に関する講演会や研修会を開催 

実績：２７～２８ 
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 農業を取り巻く状況が厳しいと言われる中、特産物

の開発や６次産業化、グリーンツーリズム、農業体験

など新たな展開により農業所得の向上を図る試みが、

全国で展開されています。 

 本市は、「農産物は豊かであるが、特徴がない」と

言われており、特産物や６次産業化商品の開発等が急

務です。しかし、「生産」以外の分野に時間と労力を

割くことは、「生産」分野の経営基盤を脅かすおそれ

もあることから、６次産業化等に踏み出す前に、現在

の経営状況を見つめ直し、揺ぎ無い経営体制を確立さ

せていくことが重要です。 

 本講演は、経営に携わる人に求められる意識、思考、

コミュニケーション、行動に関する現状の課題を改め

て考え直す契機となることを望んで開催しました。 

 

 

 

 

○七夕枝豆×キリンビール コラボキャンペーン（H28～29）及び七夕枝豆フェア（H30） 

 小郡市飲食店組合が発起人として、生産者直売所「宝満の市」とキリンビールマーケ

ティング㈱、市が協力して開催したイベント。 

 ①「七夕の里おごおり」で作付けされた「七夕枝豆（品種：早生黒頭巾）」と、②小郡

産大麦を使ったビール「一番搾り 福岡づくり」をセットにして、③市内飲食店（８店

舗）にて、旧暦七夕の時期に期間限定で七夕枝豆を使った料理を提供しました。 

 ①生産者と飲食店との結びつきを強めて地産地消を図る、②６次産業化や農商工連携

の機運を高め、本市特産品の創出へとつなげる、③「七夕の里おごおり」のＰＲにつな

げ、本市の賑わい創出につなげることを目的としています。 

 ２８年度は特産品としてのお披露目イベントと飲食店によるフェアを行いましたが、

市民への浸透度が高くなかったことから、２９年度は収穫とフェア開始をＰＲする場と

して収穫祭を開催しています。また、宝満の市と小郡市飲食店組合が提携して「七夕枝

豆を広める会」を発足、小郡市商工会や小郡市観光協会と連携した取組を行いました。 

 ２９年度からは、商工会加盟業者に参加を呼びかけてフェア対象店の裾野を広げる取

組を行うとともに、観光協会 SNSを活用したＰＲにより相乗効果を図っています。また、

味坂保育園の園児に七夕枝豆の収穫・試食イベントといった食育の要素を取り入れたイ

ベント展開を行っています。 

 

○６次産業化、農商工連携、特産品化、ブランド化の動きをする市民を支援を実施 

実績：２７～３０ 
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【H28 ポスター】       【H29 ポスター】     【H30 ポスター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市内飲食店のフェアメニュー】 

 

○小郡市農産物特産品化事業（H29～） 

市内で生産された農産物等の高付加価値化を図る農業者団体等に対し、加工品開発費や

ＰＲ等にかかる費用の一部について支援を行うために、平成２９年度から地方創生推進交付

金を活用して補助事業を創設しました。 

２９～３０年度までに活用した団体は、①七夕枝豆を広める会、②小郡市観光協会の２件。 

 

○キヨミドリ（緑大豆）及び環境保全米を活用した米粉の特産品化事業（H29～） 

キヨミドリは通常品種（フクユタカ）よりもショ糖成分が高いため甘みが強く、緑色の色

味が鮮やかな上、育成時期や栽培技術はフクユタカと同じですので、大豆生産に携わったこ
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とのある農業者であれば取り組み易いという 

特性を生かして、小郡市観光協会が事業主体と 

なって、生鮮品・生鮮加工・乾燥大豆加工の３ 

通りの特産品化を目指して取組を進められてい 

ます。 

キヨミドリは、今まで本市で生産されていな 

いものですので、２９年度は、試験的生産に協 

力いただける生産者との協議から始めました。    【オータムフェスタ試食会場】 

３０年度は、生鮮品（枝豆）として販売するために、 

ＪＡみいの協力を得て販路の確保を行いました。 

２９年度は、「オータムフェスタ 2017」に、キヨミドリと米粉を使用した試作品のお

菓子を無料配布し、アンケートによる意見聴取を行っています。３０年度は、７月豪雨

による冠水とその後の干ばつにより発芽不良などが発生してしまい収穫量に影響を及ぼし

ましたが、無事収穫された枝豆は、イオン小郡をはじめとする県内イオングループ５店舗や

各市場、ＪＡの販路を活用して販売が行われました。 

【左：枝付き 右：さやのみ】  

 

 

 環境保全米を活用した米粉による加工食品については、平成２９年作付が時期的に間

に合わなかったため、主食用米での試作が行われました。米粉が、シフォンケーキとク

ッキーやベーグル、鴨肉うどん（麺がフォー）や鶏肉の春巻き（ライスペーパー）とし

て活用されています。 

３０年度は、キヨミドリの試作品を小郡市菓子組合に作成していただき、試食・意見

交換を行うという取組が行われました。 

試作品は、乾燥大豆を粒のまま使用したり、ペーストや粉末状にしたものを生地に練

りこんだりしたもの、焼き菓子やプリンなど様々なものが作成されました。 

 

【イオン小郡店：キヨミドリ特設販売ブース】 
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【H29試作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                【H30 試作品】 

 

○特産品用米粉用米の作付を支援（H30） 

 米粉用米にも様々な品種があり、ケーキ用やパン用、麺用などがあります。十分な生

産量を得るためにも、こうした各品種が小郡市の気候風土に適応するものがあるのかと

いうことを検討する必要があります。さらに、農薬や化学肥料を５割以下に抑えて育成

する環境保全を意識した米粉用米を活用することにより、商品に付加価値をつけること

を目指しています。 

 ３０年度については、「ミズホチカラ」と「こなだもん（パン用）」を、試験的に農業

者に作付していただきました。 

 

○七夕スイカを試験栽培（H30） 

 七夕スイカは、旧暦七夕の頃、小学１年生がいる家庭につるつきの大きなスイカを贈

るという筑後地方の風習。「玉のように丸々と、つるのように伸び伸びと育ってほしい」

との意味が込められています。 
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 この風習を生かした特産品づくりをしようと様々

な種類のスイカを試験的に栽培。本来の七夕スイカ

は、大きければ大きいほど喜ばれますが、流通上の

問題から通常サイズのものを活用しました。 

「七夕セットスイカ」として２個一組で販売したの

は、「織姫・彦星」をイメージしてのものであるとと

もに、異なる種類のスイカを楽しむことができるよ

うにという販売戦略からです。 

 また、通常の店舗販売ではなく、インターネット

を活用しての販売という今までには手掛けたことの

ない販売方法を展開しました。 

 

【広報おごおり ８/15日号】 

 

 

 

 

 

 

 

○「きなこ☆ぼうる」の開発連携 

 平成２７年度に東京の日本橋で開催した小郡市のＰＲイ

ベント「福岡おごおり発！七夕の里のめぐみ・魅力フェア」

で無料配布するために考案した「きなこぼうる」。原料はＪ

Ａみい、開発・調理は平岡学園の協力の下で行われました。 

 ２８年度の平岡学園文化祭では、小郡産大豆について学習

を深め、その研究成果の発表と合わせて「きなこ☆ぼうる」

を販売されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新たな付加価値を持った商品開発を推進していくために、事業者や食に係る教育機関 

等と連携を図っていきます。 

○イベント用商品として地元産農産物を活用した特産品づくりに協力 

実績：２７～２８ 
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３．農業生産基盤の整備と優良農地の確保 

（１）農業の生産基盤であるほ場、農道、用排水路及びため池等の整備・更新 

 

 

 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

m.農業施設等を計画的に更新します ０％ ４３％ 10.3％ 

 ①県営両筑平野かんがい排水二期事業進捗率 ２６年度 ３６年度 ３０年度 

 ②ため池等整備事業や 

 農業用河川工作物応急対策事業等の取組数 

２箇所 ２箇所 ５箇所 

 ２６年度 ３６年度 ３０年度 

 

 

 

 

 ○実施事業 

  ・（宝満川）大板井頭首工：油圧シリンダー分解整備・扉体装置塗装替・水密ゴム取替 

  ・（宝満川）稲吉堰：改築 

  ・（宝満川）津古堰：ゲート改修 

  ・（築地川）大崎堰：扉体塗装塗替・水密、防塵ゴム取替・操作盤取替・フロートカバー取替 

  ・井の浦堤：斜樋・土砂吐ゲート更新 

  ・大板井（上）堤：埋立に関する概略検討調査 

  ・上田町堤：災害復旧 

  ・花立（上西・下西）堤：堤体工・法面保護工・取水設備工・洪水吐工 

  ・組坂堤：堤体工・護岸ブロック工・取水施設・洪水吐工、浚渫 

  ・影堤：堤体工・波受ブロック・取水施設・洪水吐工 

  ・味坂、御原揚水機場保全工事 

 

 

（２）遊休農地の解消等による優良農地の確保 

 

（２）遊休農地の解消等による優良農地の確保 

 

 

○農業生産基盤の整備を推進し、競争力ある産地の強化を図っていきます。 

○農業用施設を計画的に更新し、施設の有効活用や長寿命化を図ります。 

○自然災害による周辺地域への被害を防ぐため、計画的にため池や堰等を改修します。 

○農業用施設の計画的改修、改修計画立案等を実施。 

実績：２７～３０ 

○農業委員会による農地パトロールにより、耕作放棄地の実態を把握し、改善指導を行うこ

とで、耕作放棄地の減少に努めます。 

○農地パトロールを毎年度実施 

実績：２７～３０ 
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【農地パトロールの状況】 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

n.耕作放棄地の発生を抑制します ２．７ha ２．７ha １．６ha 

 ○耕作放棄地の面積 ２５年度 ３６年度 ２９年度 

 

 

４．環境保全型農業の推進と自然循環機能の維持 

（１）環境に配慮した農業生産の推進 

 

 

 

 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

o.環境に配慮する農業に取り組む農家を増やします ５３戸 ６５戸 ３５戸 

 ○ふくおかエコ農産物認証取得者、ｴｺﾌｧｰﾏｰ等数 ２５年度 ３６年度 ２７年度 

 

評価指標 現状値 目標値 最高値 

目標の内容 現況年度 目標年度 達成年度 

p.環境保全型農業に取り組む農業者を増やします ０ha ７０ha 49.73ha 

 ○環境保全型農業直接支援対策事業取組面積 ２５年度 ３６年度 ２７年度 

 

 

 

 

○自然環境の保全と環境負荷軽減をめざし、環境に配慮した農業生産を推進します。 

○環境に配慮した農業生産の推進のため環境保全型農業直接支援対策に取り組むと 

ともに、エコファーマー認定制度や有機ＪＡＳ認証制度、ふくおかエコ農産物認証制度の 

促進に努めます。 

○環境保全型農業直接支払交付金事業を実施 

実績：２７～３０ 
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○環境保全型農業直接支払交付金事業 

 農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の健全 

な発揮を促進するために、地球温暖化防止や生物多様性 

保全に効果の高い営農活動に対して支援を行う国の事 

業です。 

 エコファーマー認定者や「ふくおかエコ農産物認証」 

取得者で構成される団体が対象で、化学肥料や化学合成 

農薬の５割以上低減することが条件。また、取組が拡大 

していくために個人ではなくグループで申請すること 

が必要です。 

 小郡市では、平成２７年度から１期５年間として４団 

体（２９年度から３団体）が取組を進めています。 

 

＜環境保全型農業の取組実績＞   単位：面積（a） 

 H27 H28 H29 H30 合計 

カバークロップ 863 869 1,138 1,058 5,115 

有機農業 3,305 2,932 3,041 3,342 16,120 

堆肥の施用 54 54 52  160 

ＩＰＭ 751 933   1,684 

 4,973 4,788 4,231 4,400 23,079 

  

○ふくおかエコ認証制度 

 化学合成農薬の散布回数（成分回数）と化学肥料の使用量を、ともに県基準の半分以

下で生産する栽培計画を認証する制度。この制度に基づき生産された農産物（認証農産

物）には、認証マークを貼ることができます。 

＜エコ認証取得経営体数＞         

 件数 面積（a） 備考 

H27 ３１ 5,592  

H28 ３１ 6,563.74  

H29 ２９ 6,153.766 うるち米、里芋、小松菜、らっきょう、大豆 

H30 ２８ 6,462.46 うるち米、里芋、小松菜、らっきょう 

※同一農業者であっても、認証番号が異なる場合は計上 

（例：品目毎に認証申請を別々にされている場合など） 
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○エコファーマー認証制度 

 エコファーマーとは、「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（持続

農業法）」に基づき、「土づくり」、「化学合成農薬の低減」、「化学肥料の低減」の３つ全

てに取り組み計画を作成し、県知事の認定を受けた農業者の愛称のこと。認定は５年間

有効です。 

 市内のエコファーマー認証者（平成２７～３０年度）は２件（米・麦・大豆）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あすてらすフェスタ 

 「みんなで楽しく健康づくり」を合言葉に、あすてらす設置以前から「小郡市民の健康づくり大

会」と題して開催されていたイベント。 

 「毎日食べるお米だから、身体に良いものがいい！そんな方に、『環境保全型農業』で生産

されたお米を紹介！環境保全型農業とは、有機農業や化学肥料や農薬を県が定める基準の

1/2以下しか使用せずに作付しており、人にも環境にも優しい農業のことです」とＰＲ。 

また、展示コーナーにおいて、「農薬を半分しか使用しない中、どうやってお米をつくるの

か？」をパネル展示するとともにクイズの題材にしています。来場者に環境保全米の試食を行

い、「安全・安心なお米ってどんなお米？」ということをＰＲしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○環境保全型農業の取り組みについて、情報提供に努め理解促進を図ります。 

○環境保全米生産者団体による環境保全米ＰＲの場として 

「あすてらすフェスタ」や「オータムフェスタ」への参加を支援 

実績：２８～３０ 
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（２）自然循環機能の維持増進 

 

 

○耕畜連携 

 畜産農家と耕作農家が協定を結び、水田で生産

した飼料用作物を畜産農家に提供するとともに、

家畜の堆肥を水田に還元し、土づくりを行う事業

です。 

      ＜耕畜連携取組数＞ 

 

 H27 H28 H29 H30 

件数 ３０ ２４ ２２ ２１ 

○耕種農家と畜産農家との連携による自然の循環機能を活用した農業を推進します。 

【堆肥散布中】 


